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資料4



シャープ液晶工場の事業内容

スマホを始めとする様々な液晶ディスプレイ、OLED・ノンディスプレイの
開発・企画・生産・販売、並びに、関連技術のエンジニアリング事業を行う。

液晶ディスプレイ
TV

業務用ディスプレイ

アミューズ

センターインフォメーション
ディスプレイ

ミラー/FFD
インパネ/FFD

ゲーム
(ポータブル)

シースルー
ディスプレイ POS デジタルサイネージ

ノートPC

パチスロ

ノンディスプレイ

μ流体デバイス液晶アンテナ

電子黒板

OLED

スマートフォン
タブレット

モニター

これまで培った技術を応用し、
アプリ領域を拡大

これまで培った技術を応用し、
アプリ領域を拡大

車載モバイル端末

X線センサ
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電力

電力

電力

電力

都市ガス

都市ガス

都市ガス

都市ガス

工場

スクラバー

シャープ

冷凍機

貫流ﾎﾞｲﾗｰ

水処理設備

栗田工業

ｺﾝﾌﾟﾚｯｻｰ

大陽日酸

廃熱

廃熱

電力 蒸気 冷水 温水

内製化

電力

ｺｼﾞｪﾈﾚｰｼｮﾝ

エネルギーの行先



電気（買電+自家発電） : 874,358 MWh（一般家庭 約18万軒分）
都市ガス : 51,987 km3 （一般家庭 約14万軒分）
純排水 : 10,884 km3

冷水 :1,733,252 GJ
温水 : 124,161 GJ
蒸気 : 55,119 t
CDA :1,221,315 km3

工水 : 1,550 km3

＜2018年度のエネルギー消費量＞

＜買電量と自家発電量＞
買電量 :660,610 MWh(75%)
自家発電量 :213,748 MWh(25%)

エネルギー消費量



生産装置

34.6%

クリーンベンチ

10.9%

空調プロセス

8.7%

熱源設備

9.4%

その他

3.4%

一般ガス精製

24.3%

水処理

8.7%

電気の使用の内訳

・亀山工場に送られる電気の約35％は生産装置で使用される。

（赤線は当社管轄）

電気の使用の内訳



都市ガスの使用の内訳

コジェネ

91.2%

ボイラー

2.6%

スクラバー

0.7%

その他

5.5%

都市ガスの使用の内訳

・亀山工場に送られる都市ガスの約90％はコジェネ（自家発電）
で使用される。
・工場側では排ガス処理（燃焼除害）のために使用される。



ドライコイル

ＦＦＵ

工程

天井

装置

冷水ヘッダー往き 冷水ヘッダー還り

液晶工場概念図
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ル
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臭気除去空調機

給気給気

冷凍機

冷却塔

排気排気

純水純水

電気電気

排水排水

特殊ガス特殊ガス

冷
水
コ
イ
ル

冷
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

加
湿
装
置

加
湿
装
置

外調機

外気

熱交換器

クリーンルーム条件
一定温度・一定湿度

水処理
施設

ドレン排水
生産排水

取組み１

取組み４

取組み５

取組み７

取組み６

省エネ対象を受賞した
７つの施策について紹介

取組み２

取組み３
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本日紹介する省エネ施策

取組１ 外調機に導入した省エネ施策
① インバーター設置(12台)
② 冬期作動しない冷水コイルを利用した熱回収
③ 取組1-②で出来なかった熱回収対策
④ 再熱コイルからの熱回収

⑤ 外調機圧力損失改善によるエネルギー削減

取組2 クリーンルーム空調最適化による空調動力削減

取組3 低負荷冷却塔フリークーリング活用による冷凍負荷削減

取組4 熱源(冷温水)設備に導入した省エネ対策

取組5 外調機ドレン水(13℃)再利用
① 臭気除去空調機への利用
② 冷却塔への利用

取組6 洗浄装置カスケード化による純水使用量削減

取組7 装置排水処理効率アップによるエネルギー削減
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外調機に導入した省エネ施策

取組み1



外調機の仕組み

クリーンルームを一定温度・一定湿度に保つため、冷水コイルと温水コイルを使い分けるこ
とで、季節に関わらず外気を一定の温度と湿度に調整しています。

夏季

常
に
１
５
℃
の
空
気
を
ク
リ
ー
ン
ル
ー
ム
へ

冷
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

外
気（
３
０
℃）

を
取
り
込
み

冷却・除湿 加熱加熱 ケミカル除去

空気：30℃ 12℃
15℃
（+3℃）

12℃
(▲18℃)

温
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

外
気（
０
℃）

を
取
り
込
み

加熱 加熱加熱 加湿・ケミカル除去

空気：0℃
24℃
（+24℃）

12℃
（▲12℃）

15℃
（+3℃）

冷
水
コ
イ
ル

温水コイルを使用し、低温の外気を加熱

冷水コイルを使用し、高温多湿の外気を冷却・除湿

冬季

屋上に設置されている外調機（95,000m3/h）

夏場外気

乾球温度〔℃〕

温水負荷
温水・再熱コイル

冬場外気

水膜加湿分

冷水負荷
冷水コイル



外気

INV：インバータ

F

F
82kw

冷
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿
二
段

水
膜
加
湿
一
段

将
来
設
置
予
定

外調機

50%～70%

将来水膜加湿増段を想定して
大きいモーターを設置していた

風量調整していた

(圧損が大きかった)

外気

F

F
冷
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿
二
段

水
膜
加
湿
一
段

外調機

100%開

INV設置
50kw

INVにて風量調整し
ダンパーを全開へ！

改善後

取組み1 外調機に導入した省エネ施策

取組み1-1 外調機インバータ取付けによるエネルギー削減(12台実施)

CO2削減量

1,276 ton-co2/年
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改善前

３２ kw削減



温
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

34℃温水34℃温水
7℃冷水7℃冷水

12℃

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

冷
水
コ
イ
ル

冷
水
コ
イ
ル

7℃冷水7℃冷水

温
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

34℃温水34℃温水

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

3℃

外気 0℃外気 0℃

負荷▲21℃

24℃

負荷▲12℃

全閉

改善後改善前
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取組み1-2 冬期作動しない冷水コイルを利用した熱回収(10台実施)

20℃還り
冷水

制御させて中間期
（10月～12月、3月～4月）

も有効に熱回収

約14℃に冷やされた冷水約14℃に冷やされた冷水

冷凍負荷削減

温水負荷
削減

冷
水
コ
イ
ル

冷
水
コ
イ
ル

24℃
外気 0℃外気 0℃

取組み1 外調機に導入した省エネ施策

CO2削減量

1,521 ton-co2/年



現状の外調機熱回収システム
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温
水
コ
イ
ル

34℃温水

7℃冷水

12℃

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

24℃

負荷Δ12℃

全閉

約14℃に冷やされた冷水

冷凍負荷削減

温水負荷削減

冷
水
コ
イ
ル

外調機還り冷水
温度が

20℃の

系統

(熱量大)

外気 0℃

温
水
コ
イ
ル

34℃温水

7℃冷水

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

負荷Δ24℃

全閉

約10℃に冷やされた冷水

冷
水
コ
イ
ル

外調機還り冷水
温度が

16℃の

系統

(熱量小)

熱回収不可
ｸﾘｰﾝﾙｰﾑの露点温度(12℃)以下

は結露するため送水できない

熱回収できない系統 熱回収できる系統

24℃

外気 0℃
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温
水
コ
イ
ル

34℃温水

7℃冷水

12℃

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

24℃

全閉

約14℃に冷やされた冷水

冷
水
コ
イ
ル

外調機

温
水
コ
イ
ル

34℃温水

7℃冷水

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

全閉

約14℃に冷やされた冷水

冷
水
コ
イ
ル

外調機

24℃

全閉

12℃

すべての外調機で
熱回収可能になった

取組み1 外調機に導入した省エネ施策

取組み1-3 取組み1-2で出来なかった熱回収対策(10台実施)

配管を改造して熱負荷の
多い系統から送水

CO2削減量

2,940 ton-co2/年

還り冷水
温度が

16℃の

系統

(熱量小)

還り冷水
温度が

20℃の

系統

(熱量大)
外気 0℃ 外気 0℃



34℃温水

冷
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

再
熱
コ
イ
ル

12℃ 15℃

18℃に冷やされた冷水

温水負荷
ゼロ

全閉

▲2℃ 15

34℃温水

20℃の還り冷水

冷水負荷
削減

改善後改善前

冷
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿

水
膜
加
湿

再
熱
コ
イ
ル

再
熱
コ
イ
ル

12℃ 15℃

取組み1-4 再熱コイルからの熱回収(17台実施)

取組み1 外調機に導入した省エネ施策

CO2削減量

1,160 ton-co2/年



冷
水
コ
イ
ル

ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

温
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿
二
段

水
膜
加
湿
一
段 F

F

ケ
ミ
カ
ル
フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ

フ
ィ
ル
タ

中
性
能
フ
ィ
ル
タ

中
性
能
フ
ィ
ル
タ

クリーンルームへ外気

クリーンルーム用外調機は圧損が大きい

改善前

改善後
Ａ号機

５台運転時
351 kw

停止

88kw
運転

INV
60Hz

65kw
運転

INV
54Hz

64kw
運転 INV

54Hz

69kw
運転

INV
54Hz

65kw
運転

INV
54Hz

B号機

D号機

C号機

E号機

F号機

Ａ号機

B号機

C号機

D号機

E号機

F号機

27kw
運転

INV
42Hz

６台運転時
225 kw

※合計風量は
同じ

39kw
運転

INV
46Hz

39kw
運転

INV
46Hz

41kw
運転

INV
46Hz

39kw
運転

INV
46Hz

40kw運転
INV
46Hz

126 kw削減

取組み1-5 外調機圧力損失改善によるエネルギー削減(3系統に実施)

取組み1 外調機に導入した省エネ施策

CO2削減量

960 ton-co2/年 16

F号機
INV設置
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クリーンルーム空調最適化に

よる空調動力削減

取組み２



ドライコイル

ＦＦＵ

工程

天井

装置

冷水ヘッダー往き 冷水ヘッダー還り

液晶工場概念図
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クリーンルーム条件

清浄度・気流・室圧

一定温度・一定湿度
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検証項目 判定基準 実施部門

①気流 気流を変えないこと

②冷水弁開度 冷水弁開度に調整幅があること

③温湿度 工程内温湿度条件を充たしていること

④清浄度
清浄度が大きく変化しないこと且つ

設計スペック内であること

⑤歩留まり 有意差がないこと

⑥室圧 室圧が変わらないこと

エネルギー供給部門

エネルギー供給部門

エネルギー供給部門

エネルギー供給部門

エネルギー供給部門

プロセス技術部門

生産部門

クリーンルーム空調最適化による空調動力削減

守るべき条件・項目
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対策の検討と実施

【ファンフィルターユニット（ＦＦＵ）の風量低減】

クリーンルーム空調最適化による空調動力削減

ＦＦＵ
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【検証から本運用までの手順】

ＡＣＤＰ

節目毎に技術連絡書を発行し関係部門
（プロセス技術・生産部門）と認識を合わせながら推進

連絡書発行

事
前
打
合
せ
（
Ｐ
）

１
日
検
証
（
Ｄ
）

検
証
結
果
確
認
（
Ｃ
）

１
週
間
検
証
（
Ｄ
）

検
証
結
果
確
認
（
Ｃ
）

本
運
用
（
Ａ
）

Ｃ Ｄ

連絡書発行 連絡書発行

検証手法

クリーンルーム空調最適化による空調動力削減



改善前

工程

ＦＣＵ

冷水弁
開度50％

冷水弁
開度50％

冷水弁
開度50％

ＦＣＵ

停止
冷水弁
開度75％

冷水弁
開度75％

工程内ＦＣＵ配置状況
ＦＣＵ（ファンコイルユニット）

工程

ＦＣＵがムダな運転状態 ＦＣＵ運転台数の最適化を目指す！！

冷水弁
閉止

：風の流れ ：冷水の流れ ：風の流れ ：冷水の流れ

ＩＮ

ＯＵＴ

ＩＮ

ＯＵＴ

改善後

【ファンコイルユニット（ＦＣＵ）の台数低減】

22

クリーンルーム空調最適化による空調動力削減
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効果実績まとめ

実施項目 実施内容
削減量

(MWh/年)

液晶工程FFU/FCUの風量低減・運転台数削減

FFU台数削減：228台停止

FFU風量低減：117台を30%低減

37台を45%低減

FCU台数削減： 4台停止

真空工程FFU/FCU運転台数削減 FFU台数削減：491台停止

FCU台数削減： 40台停止

625.5

2150.2

実装工程FFU/FCU運転台数削減 FFU台数削減：117台停止

FCU台数削減：164台停止

検査工程FFU/FCU運転台数削減 FFU台数削減： 26台停止

FCU台数削減：128台停止

837.0

785.7

クリーンルーム空調最適化による空調動力削減

CO2削減量

1,803 ton-co2/年
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低負荷冷却塔フリークーリング

活用による削減

取組み３
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冷却塔負荷が少なく運用に課題

低負荷冷却塔フリークーリング活用による削減

取組み

33℃

実施前

生産装置

P

熱交換器

冷却塔

7℃冷水

30℃

負荷が少なく省エ
ネ効果が少ない

負荷小

流量小で冬季
に凍結事故

装置用30℃冷水
の冷却に冷却塔
を使用していた
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季節により使用用途を変えて運用し冷却塔稼働率をアップ

低負荷冷却塔フリークーリング活用による削減

取組み

夏期

生産装置

P

熱交換器

冷却塔

7℃冷水

閉

閉

30℃

装置用冷却水として運用

生産装置

P

冷凍機へ 熱交換器

冬期

省エネ効果大
▼10℃以上

冷却塔

フリークーリングとして運用

空調用還り冷水
（20℃）

7℃冷水

CO2削減量

210 ton-co2/年

30℃

負荷大

負荷小

30℃供給なら
夏季も使用可

夏期

33℃

33℃

流量大で凍結
の不安無し
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熱源(冷温水)設備に導入した

省エネ対策

取組み４



ドライコイル

ＦＦＵ

工程

天井

装置

冷水ヘッダー往き 冷水ヘッダー還り
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コ
イ
ル

コ
イ
ル

給気

冷凍機

冷却塔

排気排気

純水純水

電気電気

排水排水

特殊ガス特殊ガス

冷
水
コ
イ
ル

温
水
コ
イ
ル

加
湿
装
置

外調機

外気

熱交換器

水処理
施設

ドレン排水
生産排水

熱源(冷温水)設備に導入した省エネ施策

・機器設定も自分達で全て管理
・圧力、温度等の変更が自由

省エネが進めやすい

業務委託
↓

自社管理へ

熱源設備



熱源(冷温水)設備に導入した省エネ施策

取り組み
4-1

冷却塔流量の適正化（７台実施）

改善前 改善後

CO2削減量

492 ton-co2/年

流量が多く、充填材
から溢れて効率良く
冷えなかった 冷却水ポンプ

充填材

水量を適正な
流量に調整

充填材

４５Hｚ

INV
冷凍機

充填材 充填材

INV 冷凍機

６０Hz

冷却水ポンプ

29

51 kw削減



熱源(冷温水)設備に導入した省エネ施策

取り組み
4-2

冷水ポンプ送水圧力変更(ダウン)

冷凍機

冷凍機

冷凍機

P

P

P

工場

第１ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀｰ

0.28MPa→0.20Mpa
第２ｴﾈﾙｷﾞｰｾﾝﾀー

0.24Mpa→0.20Mpa
INV

INV

INV

純水冷却器

外調機

循環空調機

臭気除去
空調機

装置冷水
冷却器

空調冷水

INV周波数を下げて
電力削減

バルブ調整しながら
運転確認

エネルギーセンター

ヘ
ッ
ダ
ー

CO2削減量

537 ton-co2/年 30
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外調機除湿水・水膜ドレン水

再利用による省エネ対策

取組み５



取組み５ 外調機除湿水、水膜(加湿用･ケミカル除去用)ドレン水(13℃)再利用

32

冷
水
コ
イ
ル

水
膜
加
湿
二
段

水
膜
加
湿
一
段

再
熱
コ
イ
ル

F

F ケ
ミ
カ
ル
フ
ィ
ル
タ

Ｈ
Ｅ
Ｐ
Ａ
フ
ィ
ル
タ

ロ
ー
ル
フ
ィ
ル
タ

プ
レ
フ
ィ
ル
タ

中
性
能
フ
ィ
ル
タ

温
水
コ
イ
ル

1年中排出
される

ドレン水
【13℃】

7℃冷水
純水

臭気除去空調機

温
水
コ
イ
ル

噴
霧
水

冷
水
コ
イ
ル



クリーンルーム条件
一定温度・一定湿度

臭気

臭気除去空調機

７℃冷水

補給水(26℃)

生産装置からの臭気成分を噴霧水により除去し
クリーンルームへ戻す

臭気除去空調機とは？

クリーンルーム

給気

臭気 33

補給水
タンク

熱交換器

温
水
コ
イ
ル

噴
霧
水

冷
水
コ
イ
ル

26℃

12℃

生産装置

噴霧水は冷たい方
が除去効果が高い
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取組み５ 外調機除湿水、水膜(加湿用･ケミカル除去用)ドレン水(13℃)再利用

CO2削減量

643 ton-co2/年ﾄﾞﾚﾝ水利用の臭気除去空調機 ８台

ﾄﾞﾚﾝ水利用の冷却塔 １台

ドレン水（13℃）

臭気除去空調機

７℃冷水

温
水
コ
イ
ル

噴
霧
水

冷
水
コ
イ
ル

13℃

12℃

熱交換器

生産外調機（除湿水、水膜ドレン水）

7.7RT削減

補給水
タンク

改善後
0.6 RT/台

Δ1℃

臭気除去空調機

７℃冷水

温
水
コ
イ
ル

噴
霧
水

冷
水
コ
イ
ル

26℃

12℃

熱交換器
補給水
タンク

Δ14℃

補給水
改善前

8.3 RT/台
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洗浄装置カスケード化

純水使用量削減

取組み６
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洗浄装置について

排水処理

純水

製品の流れ

液晶パネル

洗浄で使った純水は排水処理設備で処理します。

槽① 槽② 槽③

まだまだ
キレイな水

液晶パネルに塗布した薬液を槽①～③で洗浄します。



改善前
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取組み６ 洗浄用純水のカスケード利用化（９台実施）

全ての槽で新しい純水を使用

排水処理

純水
製品の流れ

液晶パネル まだまだ
キレイな水

槽① 槽② 槽③

洗浄後の純水を再利用できるように改造

純水
製品の流れ

液晶パネル

排水処理

ポンプアップし、
前槽の洗浄水として使う

槽① 槽② 槽③

まだ使える！

改善後

CO2削減量

1,880 ton-co2/年
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装置排水処理効率アップ

によるエネルギ—削減

取組み７
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取組み７ 装置排水処理効率アップによるエネルギー削減（２台実施）

濃い廃液と薄い廃液を別系統で処理
改善後濃い廃液と薄い廃液を同じ系統で処理改善前

薬液

廃液

蒸発濃縮機

濃い廃液 薄い廃液

液晶パネル

製品の流れ

電気使用量が多い

蒸発濃縮機

濃い廃液

薄い廃液

液晶パネル

排水処理

製品の流れ

負荷が３６％削減

CO2削減量

1,257 ton-co2/年

薬液純水 純水



取組み事項 省エネ金額
(千円/年)

省エネ量
原油換算(kl/年)

CO2削減量
(ton-CO2/年)

取組１

外調機に導入した省エネ施策
①インバーター設置(12台)
②冬期作動しない冷水コイルを利用した熱回収
③取組1-②で出来なかった熱回収対策
④再熱コイルからの熱回収
⑤外調機圧力損失改善によるエネルギー削減

小計 139,398
24,868
26,050
50,272
19,508
18,700

小計 6,534
657

1,458
2,815
1,110

494

7,857

取組２
クリーンルーム空調最適化による

空調動力削減
43,238 1,091 1,803

取組３
低負荷冷却塔フリークーリング活用

による冷凍負荷削減
5,883 233 210

取組４
熱源（冷温水）設備に導入した省エネ施策
①冷却塔流量の適正化
②冷水ポンプ送水圧力変更(ダウン)

小計 20,546
9,582

10,964

小計 529
253
276

1,029

取組５
外調機ドレン水（13℃）再利用

①臭気除去空調機への利用

②冷却塔への利用

10,435 326 643

取組６
洗浄装置カスケード化による

純水使用量削減
92,144 968 1,880

取組７
装置排水処理効率アップによる

エネルギー削減
24,497 647 1,257

合 計 336,141 10,328 14,679 40

取組み施策１～7の対策効果
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ご清聴ありがとうございました。


